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第 3章 キタムラサキウニとバフンウニの消化吸収した物質の体部位への配分 
キタムラサキウニ成体とバフンウニ成体を 2012 年 6 月から 7 月、10 月から 11
月、2013年 1月から 2月、4月から 5月の年 4回各 4週間、同時に飼育して配合飼
料を与え、飼料と C・N の摂食 (摂取) 量、消化吸収量、消化吸収効率を調べた。
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N の摂取量と消化吸収量は 6～7 月に多く (表 2)、飼料に対する消化吸収効率と C
の消化吸収効率は 4～5月で高かった (表 2)。C・Nの消化吸収効率は産卵期である




率が高く、特に 10～11月と 1～2月で顕著であり (図 2)、体全体に対する殻のNの
重量比がキタムラサキウニでバフンウニよりも高かったことを反映していた。キタ
ムラサキウニは産卵から成長期に相当する 10 月～11 月から 4～5 月、バフンウニ
は産卵期の 1～2月にいずれも消化管への物質とC・Nの配分率が高かった (図 2)。
続く 4～5 月の消化管指数の上昇は両種の消化吸収効率がこの同時期で高いことに
対応していると考えられた。キタムラサキウニは 1～2月から 6～7月にかけて生殖
巣へのNの配分率が高く (図 2)、特に 6～7月は成熟・産卵に向けて栄養を蓄積し
たと考えられた。バフンウニは濾胞内で配偶子を残存させたまま栄養食細胞を発達
させる回復期 Iから配偶子が消失し栄養食細胞が占有する回復期 IIに移行する 6～
7月に生殖巣への物質と C・N の配分率が著しく高く (図 2)、栄養を著しく蓄積し
たと考えられた。 
 













この時期は殻への N の配分率も高い。殻への配分率が低下する 2 月以降に給餌を
開始すると効率的に生殖巣へと配分されると考えられる。バフンウニ成体は、生殖
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表 1．エゾバフンウニ稚仔のスサビノリとマコンブに対する摂食量、タンパク質摂取量、餌料転換効率、消化吸収効率お
よび無給餌を含めた殻径と体重の成長率 (平均値 ± 標準誤差) 
    アスタリスクと異なるアルファベットは食物区間で有意差があることを示す (P < 0.05)。 
  スサビノリ マコンブ 無給餌 
摂食量 (g dry/ ind.)  1.80 ± 0.32  3.17 ± 0.03*  
餌料転換効率 (%)  42.0 ± 0.6*  20.9 ± 0.8  
消化吸収効率 (%)  94.9 ± 0.9*  26.7 ± 0.8  
殻径の成長率 (%)  49.8 ± 0.5
a
  31.5 ± 1.3
ab
 −0.5 ± 1.0
b
 
体重の成長率 (%) 194.4 ± 2.0
a
 123.4 ± 6.4
ab












































































II (Ｉ と IIIの中間色) I  III 

















Ⅱ (ⅠとⅢの中間色) Ⅰ：コーヒーブラウン Ⅲ：山吹色 
Ⅳ (ⅢとⅤの中間色) Ⅴ：カナリア色 
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表 2．キタムラサキウニとバフンウニの配合飼料の摂食量、C・Nの摂取量およびそれらの消化吸収量、消化吸収効率 
ならびに消化吸収量のC/N比 (平均 ± 標準誤差) 
異なるアルファベットは時期間に有意差があることを示す (P < 0.05)。 


























図 2．消化吸収した飼料 (物質) とその C・N量に対する各体部位への配分率 (重量比)


















摂食量 (g 乾重) 7.34 ± 0.41
a*
 5.95 ± 0.28
ab*
 5.62 ± 0.31
b*
 6.43 ± 0.45
ab*
  4.14 ± 0.10
a
 2.57 ± 0.15
b
 2.47 ± 0.10
b
 2.90 ± 0.24
b
 




 1.79 ± 0.10
b*
 2.05 ± 0.14
ab*
  1.32 ± 0.03
a
 0.82 ± 0.05
b
 0.79 ± 0.03
b
 0.93 ± 0.08
b
 
Nの摂取量 (g) 0.24 ±0.01
a*
 0.20 ± 0.01
ab*




  0.14 ± 0.00
a
 0.08 ± 0.00
b
 0.08 ± 0.00
b
 0.10 ± 0.01
b
 
消化吸収量 (g乾重) 4.73 ± 0.18
a*
 3.70 ± 0.13
b*
 4.18 ± 0.11
ab*
 5.23 ± 0.43
a*
  3.30 ± 0.08
a
 2.03 ± 0.08
b
 1.98 ± 0.09
b
 2.62 ± 0.22
ab
 
Cの消化吸収量 (g) 1.77 ±0.07
a*
 1.42 ± 0.05
b*
 1.48 ± 0.05
b*
 1.78 ± 0.13
ab*
  1.16 ± 0.03
a
 0.72 ± 0.04
b
 0.70 ± 0.03
b
 0.87 ± 0.07
b
 
Nの消化吸収量 (g) 0.19 ± 0.01
a*
 0.15 ± 0.01
b*
 0.16 ± 0.01
b*
 0.19 ± 0.01
ab*
  0.12 ± 0.00
a
 0.08 ± 0.00
b
 0.07 ± 0.00
b
 0.09 ± 0.01
b
 
消化吸収効率 (%) 65.2 ± 2.3
b
 62.9 ± 2.6
b
 75.4 ± 2.8
ab
 81.3 ± 3.4
a
  79.7 ± 1.2
b*
 79.7 ± 2.1
b*
 80.6 ± 3.5
ab
 90.9 ± 2.1
a
 
Cの消化吸収効率 (%) 76.1 ± 2.0
b
 75.1 ± 2.3
b
 83.2 ± 2.1
ab
 87.0 ± 2.5
a
  87.6 ± 1.0
b*
 88.8 ± 1.2
b*
 89.1 ± 2.1
ab
 94.6 ± 1.2
a*
 
Nの消化吸収効率 (%) 79.9 ± 1.6 77.9 ± 2.5 85.3 ± 1.9 88.4 ± 2.1  88.9 ± 1.0
b*
 90.8 ± 1.0
b*
 91.5 ± 1.8
ab
 96.0 ± 0.8
a*
 
消化吸収量の C/N比 9.26 ± 0.12 9.39 ± 0.13 9.48 ± 0.04 9.57 ± 0.07  9.59± 0.05
*
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殻への Nの配分率が高く、10〜11 月と 1〜2月に顕著だった。生殖巣への Nの 




復期 II に移行する 6～7月に生殖巣への物質と C・Nの配分率が著しく高かっ 
た。この時期に N含有率の高い食物を与えることにより短期間で生殖巣を量的 
に発達できると指摘した。本研究の結果はウニ類の人工種苗放流事業および潜 
在資源の短期育成技術へ貢献するとともに北日本における新たな食資源への 
利用の可能性をも示唆しており学位の授与に値すると判断した。 
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